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　本市の豊かで多彩な自然、特に貴重な財産である良質な水や良好な大気の環境を適切に保

全、共生し、現在と変わらない快適な環境を未来へ確実に引き継ぐため、自然、景観、多様な

生態系の保全、再生に取り組みます。

　省資源、地域特性を生かした再生可能エネルギーの促進により地球温暖化を防止するとと

もに、環境未来都市の創造を図ります。

　また、水道水の安定供給や重要な資源である温泉の安定供給、田園・農村景観等の保全等を

通じて自然と共生した環境整備を促進します。

１　自然と共生した環境の創造

【自然環境の保全と共生】

具体的な施策 内　　　　容 担当課

水資源の保全と活用 ○ 河川、湖沼の水質検査の実施

○ 河川等へのごみの不法投棄防止月間の取組み推進

○ 地下水の有効利用と保全

生活環境課

外来動植物対策の実

施

○ 移入種に関する情報の提供、啓発活動の実施

○ 移入種の駆除の実施

○ 地域が行う駆除活動への職員の派遣、支援

地球温暖化防止策の

推進

○ 市民、事業者等への周知と啓発の強化

○ 地球温暖化防止実行計画の見直しと施策の実施

○ 地球温暖化防止実行計画の進行管理

再生可能エネルギー

活用の推進

○ 公共施設への再生可能エネルギー導入の促進

○ 民間の再生可能エネルギー導入に対する支援

水資源の多面的な活

用 

○ 環境に配慮した工業用水や農業用水等の確保・支援

○ 小水力発電の計画・実施に伴う支援
建　設　課

◎ 山岳文化都市とし

ての情報発信や学

習活動の充実と促

進（再掲）

○ 山岳情報や山岳文化・歴史、山岳の自然や生き物など山岳

文化都市としての積極的な情報発信

○ 博物館としての機能や施設の充実

○「北アルプスの自然と人」を基調とした常設展や企画展等の

開催に併せた講演会、出版等の実施

○ 鹿島槍ヶ岳カクネ里雪渓の氷河認定を契機とした北アル

プスや氷河への関心の喚起

企画財政課

山岳博物館



－ 80 －

◎ 動植物など自然環

境の調査

○ 国・県などのレッドリスト（絶滅危惧種）作成の協力など

自然環境調査の実施

○ 生物多様性に配慮した自然環境の保護・保全に関する啓発

○ 環境学習会、自然観察会等の開催

山岳博物館

【上水道・公営簡易水道の整備など水資源の保全と活用】

具体的な施策 内　　　　容 担当課

水道の水質保全 ○ 各水源における水質の保全

○ 情報発信による安全性の確保

上下水道課

水道施設の計画的な

改築・更新

○ 老朽化施設の計画的で効率的な整備・更新

○ 水道事業認可変更等による安定した供給体制の構築

災害時等の対策の充

実

○ 水道施設の耐震化推進

○ 災害時における給水の安定性確保

○ 各監視システムの統合等による管理体制の強化

事業経営の健全化 ○ 水道料金の適正化と収納の確保

○ 水道施設の効率的、効果的な管理運営

○ 原水供給事業の継続

公営簡易水道の安定

した給水体制の整備

○ 給水能力向上のための連絡管の整備

○ 老朽化した配水管等の更新

【安定した温泉の供給】

具体的な施策 内　　　　容 担当課

源泉の保全管理 ○ 源泉の的確な保全と源泉施設の計画的な更新

上下水道課

温泉供給の安定化 ○ 温泉引湯施設、配湯施設の計画的、効率的な整備と更新

○ 監視システムの統合等による管理体制の強化

温泉事業の健全化 ○ 温泉利用料の適正化と収納の確保

○ 施設の効率的、効果的な管理運営
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【自然や環境に関する学習の促進】

具体的な施策 内　　　　容 担当課

◎ 環境教育・環境

学習の推進

○ 環境に関する情報の積極的な提供

○ 環境保全に取り組む市民団体等との連携促進

○ 環境保全活動につながる学習機会の提供

生活環境課

◎ 豊かな自然を生

かした学習活動

の充実

○ 総合的な学習の時間など、学校で活用できる学習プログラ

ムの開発と提供

○ 青少年の環境保全・自然体験・美化活動等体験活動の充実

○ 郷土学習や自然環境に関する公民館講座等の開催

生涯学習課

◆数値目標◆

目　標　項　目 基準値
目標値

（平成33年度）
備　考

環境保全推進員巡視活動 7,805 時間 7,805 時間

不法投棄ゴミ回収量 18 t 15 t

外来植物除去量 1,140 ㎏ 1,500 ㎏

公共施設のＣＯ2 排出量
10,182,080

㎏ -co2

10,000,000

㎏ -co2

温泉熱を活用した産業の創出（５年累計） － 1 件

雪氷熱等の発電ユニットの実用化数

（５年累計）
－ 1 件

公共下水道の水洗化率 68.3 ％ 70 ％

農業集落排水施設の水洗化率 88.2 ％ 90 ％

目標実現の条件

・ 河川、湖沼の水質データの蓄積、不法投棄防止の取組みの推進と啓発、地下水保全の涵養対策の

継続実施
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□市民意識調査□

調　査　項　目 基準値 目標値

山岳文化都市づくりを聞いたことがある市民の割合 41.3 ％ 60 ％

自然環境の保全に満足していると思う市民の割合 69.6 ％ 80 ％

大町市の川の水はきれいだと思う市民の割合（水資源の保全と活用） 68.6 ％ 80 ％

上下水道の整備に満足していると思う市民の割合 73.8 ％ 80 ％

○関連する個別計画

　　大町市環境基本計画、大町市生涯学習推進プラン、大町市社会教育計画
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　都市における社会的活動は公共や民間の区別なく様々な要素が一体となって形成されてお

り、これらの基盤となるストック効果の高い交通環境の整備とともに、市民や来訪者に潤いを

提供する公園・緑地等、良好な都市環境の整備を推進します。

　また、将来を見据え、調和のとれた都市計画区域や用途地域の設定や地区計画の策定などに

ついて検討します。特に、富山県や石川県等から首都圏へ、また大北地域から松本地域への所

要時間の大幅な短縮を図り地域を支える松本糸魚川連絡道路の整備促進について、関係市町

村と連携し、市を挙げて強く働きかけます。

２  暮らしやすい都市基盤の整備

【移動しやすい公共交通網の整備】

具体的な施策 内　　　　容 担当課

市民バスの運行 ○ 市民バスの運行による、通院、通学、通勤などの市民生活の

移動手段の確保

情報交通課
市民バス、ＪＲ、特急

バスなどの利便性向

上

○ 長野・松本方面など都市間や地域間の交通の利便性向上を

図るための関係自治体や団体等で構成する同盟会等への参

画、交通事業者への要望活動など利用促進事業の実施

○ 市民が利用しやすい公共交通環境の整備のための多角的な

検討

地域内交通の充実強

化

○ 地域振興バスの運行 八 坂 支 所

美 麻 支 所

【市営駐車場等の管理】

具体的な施策 内　　　　容 担当課

市営駐車場、駐輪場

の管理運営

○ 駐車場や駐輪場の適正な管理と整備

○ 放置自転車の回収・撤去
市　民　課

【魅力あるまちの形成に向けた都市計画の推進】

具体的な施策 内　　　　容 担当課

都市計画マスタープ

ランに基づくまちづ

くりの推進

○ 都市計画マスタープランに基づく、地域特性や市民ニーズ

を活かしたまちづくりの推進

○ 住民生活の利便性と調和した都市形成に向けた地域コミュ

二ティの合意形成と確立
建　設　課

◎ 市民ニーズを活か

した協働のまちづ

くり

○ 住民懇談会の開催などによる市民の視点やニーズを活かし

たまちづくりの推進と連携

○ 市民がまちづくりに参画し、主体性をもって取り組める態

勢の構築
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【調和と秩序ある都市計画区域・用途地域の設定】

具体的な施策 内　　　　容 担当課

都市計画区域等の設

定・見直し

○ 市民要望や将来性を踏まえ、居住可能区域全域を対象とし

た都市計画区域の設定・見直し

○ まちづくりとしての現状と、将来需要予測に基づく用途地

域の設定・見直し
建　設　課

計画的な土地利用 ○ 計画的な土地利用の推進と適正かつ調和のとれた開発計画

の誘導

○ 都市の風致や美観の維持・保全と地域特性を踏まえた地区計

画の検討

【中心市街地の活性化】

具体的な施策 内　　　　容 担当課

中心市街地における

施設整備の推進（再掲）

○ 中心市街地への人の誘導化策を踏まえた施設整備の推進

○ 市街地緑化の推進 建　設　課

商工労政課市営住宅団地等の新

設（再掲）

○ コンパクトシティを推進するための中心市街地への市営住

宅団地等の整備

【都市構造を支える幹線道路網の構築・整備促進】

具体的な施策 内　　　　容 担当課

地域高規格道路の整

備促進

○ 地域高規格道路 松本糸魚川連絡道路の整備促進

○ 道路計画の推進に向けた沿線住民との連携強化

○ 大町市街地ルート選定に向けた意見集約等の促進

建　設　課

国道の整備促進 ○ 国道19号の２次改築や国道147号、148号の整備促進

県道の整備促進 ○ 大町麻績インター千曲線、有明大町線、大町明科線、長野大

町線、美麻八坂線、小島信濃木崎（停）線等、幹線県道の整

備促進

都市計画道路（街路）

の整備

○ 中央通り線等の整備促進や、土地利用や緊急性を踏まえた

都市交通網の整備促進

◎ 市民協働による道

路整備の促進

○ 道路整備の早期実現に向けたつながりの強化と、事業への

関心や意欲向上を目的とした住民説明や推進に向けた参

画・協働の取組み拡大
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【潤いのある公園・緑地の整備促進】

具体的な施策 内　　　　容 担当課

身近な公園の整備 ○ 都市公園、ポケットパークなど身近な公園の整備

○ 大町の水に触れることのできる親水スポットの整備

建　設　課

商工労政課

多様な用途に対応し

た公園の整備

○ 地域防災計画との整合を図った公園の防災機能の強化

安全かつ適正な公園

の維持管理

○ 公園施設の点検に伴う的確な修繕と適正な維持管理

○ 既存施設の長寿命化計画に基づく適切な更新

◎ 市民協働による公

園の維持・活用

○ 公園施設の維持と有効活用に向けたひとづくりによる地域

連携

○ 市民ボランティア団体等との協働による美化活動の推進

【安全で快適な道路整備・維持管理】

具体的な施策 内　　　　容 担当課

生活道路の整備や安

全の確保

○ 生活道路の拡幅改良や舗装修繕等の整備・更新

○ 歩道の新設など歩道空間の安全整備や施設の更新

○ 道路施設の定期点検や各種調査による長寿命化対策

○ 道路に付随する水路や側溝の維持・更新

建 設 課市道の適切な維持管

理

○ 道路の異常個所の早期発見と迅速な対応

除雪・排雪の充実 ○ 住民との協働による除排雪の推進

○ 市が保有する除雪機械の計画的な整備・更新

○ 流雪溝の機能維持管理

◎ 市道沿線の環境美

化

○ 市民団体やボランティア等の協働による、歩道や植樹帯等

の環境美化活動の推進

建 設 課

生活環境課
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◆数値目標◆

目　標　項　目 基準値
目標値

（平成33年度）
備　考

市民バス利用者数 87,125 人 88,000 人

松本糸魚川連絡道路調査区間指定距離

（５年累計）
36 km 44 km

都市計画道路整備率 58.2 ％ 60 ％

□市民意識調査□

調　査　項　目 基準値 目標値

広域的な交通網の整備に満足していると思う市民の割合 41.8 ％ 70 ％

調和と秩序ある市街地の形成が進められていると思う市民の割合 11.9 ％ 50 ％

中心市街地の活性化に満足していると思う市民の割合 24.1 ％ 50 ％

身近に利用できる公園が整備されていると思う市民の割合 61.2 ％ 75 ％

国営公園の有効活用が図られていると思う市民の割合 55.3 ％ 70 ％

道路・水路の整備に満足していると思う市民の割合 54.1 ％ 75 ％

総合的・計画的な土地利用が進められていると思う市民の割合 37.9 ％ 50 ％

○関連する個別計画

大町市地域公共交通総合連携計画、大町市都市計画マスタープラン、大町市中心市街地活性化

基本計画、大町市営住宅等整備計画、大町市橋梁長寿命化修繕計画、林道橋　長寿命化修繕計画、

大町市通学路安全推進プログラム、大町市地域防災計画、大町市過疎地域自立促進計画

目標実現の条件

・松本糸魚川連絡道路建設促進に向けた沿線地域の機運醸成

・社会や利用者のニーズに沿った都市計画道路の整備
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　可燃ごみの発生量は、市民や事業所の努力により、近年、減少傾向が続いています。今後に

おいても、快適で住みよい生活環境を維持し、良好な環境を次の世代に引き継いでいくため

に、行政のみならず、市民や事業者も互いに協力しながら、それぞれの役割と責任を果たし、

社会全体で環境にやさしい循環型のまちづくりを推進します。また、法令に基づく指導・監督

や事業者の調査・監視活動などを行い、悪臭、水質汚濁、騒音などの公害を未然に防止すると

ともに、公害問題が発生した場合には、良好な住環境の保全に向けて積極的に取り組みます。

　清潔で快適な生活環境を守り、住みよい地域を形成するため、自然と暮らしが調和した山岳

文化都市にふさわしい景観形成を推進するとともに、居住環境の向上を目指した住宅改修等

や市営住宅の計画的な改修等住環境整備、水洗化の促進等により質の高い生活基盤の充実を

進めるとともに高度情報化社会への対応を図ります。

３  快適な生活環境の形成

【廃棄物の適正な処理とリサイクルの推進】

具体的な施策 内　　　　容 担当課

廃棄物の適正処理の

推進

○ 広報やＣＡＴＶ等によるごみ・資源物の出し方の周知

○ 産業廃棄物の発生抑制と適正処理の推進

○ 不適正処理を行った者に対する指導

○ 適正な収集運搬処理態勢の構築

○ 民間と連携した処理態勢の推進

○ 在宅医療廃棄物や災害廃棄物処理など取扱困難・多量廃棄

物の適正処理態勢の構築

○ 広域連合一般廃棄物処理施設（北アルプスエコパーク）の建

設促進と広域ごみ処理態勢の推進

生活環境課

ごみの減量化と資源

化の推進

○ ごみの減量化の啓発活動の推進

○ 循環型社会形成に関する情報の提供や学習会の充実

○ 事業者へのごみの減量と資源化の促進

○ 過剰包装の抑制やマイバック利用等の啓発活動の推進

○ フリーマーケットやバザー、不用食器回収などリサイクル

活動の支援推進

○ グリーン購入法に基づくリサイクル商品等の購入促進

○ 生ごみ堆肥化容器購入補助やダンボールコンポスト普及に

よる生ごみの減量化と資源化の促進

○ 自治会単位や大型宿泊施設等からの生ごみ堆肥化の拡大

○ 剪定枝木類の資源化の検討

○ 食品ロス削減の推進

○ 市民委員会によるごみの減量とリサイクル策の検討と検討

結果の推進
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◎ 協働による資源循

環型社会のまちづ

くり

○ リフューズ（発生抑制）、リデュース（排出抑制）、リユース

（再利用）、リサイクル（再生利用）の４Ｒの推進

○ 市民団体やＰＴＡ等が行うリサイクル事業への支援協力

○ ごみの分別や再資源化に関する情報の提供や学習会の開催

生活環境課

不法投棄対策の推進 ○ 広報啓発活動の強化

○ 環境保全推進員の設置

○ 不法投棄防止パトロールの実施

○ 地域や団体等との連携による不法投棄ごみの早期回収の実施

○ 広域連合、県等との連携による広域的な不法投棄対策の推進

○ 河川ごみ防止啓発活動の推進

○ 警察との連携による取り締まりの強化

○ 常習箇所への監視カメラ設置による監視態勢の強化

廃棄物処理施設の適

正管理

○ 最終処分場（グリーンパーク）の適正な管理運営

○ 広域連合一般廃棄物処理施設（北アルプスエコパーク）への

移行後の環境プラントの解体工事促進と跡地利用の検討

○ クリーンプラントの適正な運営管理

○ 堆肥センターの適正な運営管理

◎ 環境に配慮し行

動する市民の気

運醸成

○ 出前講座やごみ処理施設見学等、環境教育・学習の充実

○ 循環型社会の構築やごみの適正処理に不可欠な知識や見識

を深めるための、子どもから高齢者までを対象にした継続

的な環境教育の実施

【公害対策の推進】

具体的な施策 内　　　　容 担当課

調査監視活動の推進 ○ 環境調査、監視活動の推進

○ 事業所の環境影響調査、監視活動の推進

生活環境課

発生源への指導・監

督

○ 公害防止策の実施、法令に基づく指導監督

○ 公害発生源に対する改善指導

○ 融資・助成制度による改善支援

臭気発生施設の監

視・指導

○ 悪臭防止法に基づく指導監督

○ 臭気測定、臭気観測等による環境影響調査

○ 他市町村の臭気対策状況調査
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【豊かな自然・文化と調和した景観の形成】

具体的な施策 内　　　　容 担当課

景観形成の誘導・保

全

○ 特色ある景観形成に向けた住民への誘導

○ 地域の特色ある田園・里山景観の保全

○ 景観形成条例等の制定に向けた検討
建　設　課

◎ 良好な景観形成に

向けた住民参加の

促進

○ 地域特性に応じた景観育成に向けた住民協定の締結支援

○ 地域の景観育成に向けた住民意識の啓発に対する取組み

田園・農村景観等の

保全

○ 棚田等地域の特色ある田園風景の保全　

○ 里山景観の保全　　　

農林水産課

八 坂 支 所

美 麻 支 所

【住宅環境の向上】

具体的な施策 内　　　　容 担当課

住宅等の改修支援 ○ 住宅のリフォーム等、居住環境に係る支援

建　設　課

住宅情報等の提供 ○ 住まいづくりに関する相談態勢の充実

公営住宅の整備 ○ 市営住宅等整備計画に基づいた市営住宅等の整備

○ 中心市街地への市営住宅団地の整備によるコンパクトな市

街地の形成

【下水道の整備と水洗化の促進】

具体的な施策 内　　　　容 担当課

健全な下水道事業の

推進

○ 資産の適正管理と有効活用を図るアセットマネジメントの

推進と維持管理の効率化

上下水道課

施設の適切な更新 ○ 公共下水道や農業集落排水施設の長寿命化計画に基づく計

画的な施設の更新

水洗化の促進 ○ 公共下水道や農業集落排水施設への接続促進

○ 合併処理浄化槽の設置と適切な維持管理の促進

下水道処理広域化の

検討

○ 近隣町村との施設共同処理・行政区域外接続等による広域

化の検討
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【高度情報化社会への対応】

具体的な施策 内　　　　容 担当課

電子自治体の推進 ○ 住民票や印鑑証明書などのコンビニでの交付サービスの導入

○ 子育て支援の円滑化を図るための子育てワンストップサー

ビスの導入

○ 電子申請届出システムの拡充など行政手続きのオンライン

化の推進

○ マイナンバーカードの多目的利用の検討

情報交通課

◎ＩＴリテラシー向

上のための事業

○ インターネットの危険性等への理解やマイナンバーカード

の利用に対応した講習会等の開催

○ＩＴを積極的に活用するための知識の向上を図る講習会等の

開催

情報通信基盤の整備 ○ 市内情報通信基盤の平準化を図るための八坂・美麻地区に

おける情報通信基盤の更新

○ 国が推進する超高精細放送（４Ｋ、８Ｋ）への適切な対応

○ 民間と連携した高度情報通信基盤の整備促進

情報セキュリティ対

策の推進

○ 情報通信システムの適正な管理によるネットワークシステ

ムへの不正侵入、情報改ざん、漏えい等防止対策の推進

○ 適正な情報機器の維持管理の推進

◆数値目標◆

目　標　項　目 基準値
目標値

（平成33年度）
備　考

市民１人１日当たりの可燃ごみ排出量 694 ｇ 617 ｇ

ごみの再資源化率 19.3 ％ 21 ％

公共下水道の水洗化率 68.3 ％ 70 ％

農業集落排水施設の水洗化率 88.2 ％ 90 ％

市営住宅の水洗化率 41.9 ％ 55 ％

電子申請届出システム搭載手続き数 ３件 10 件

目標実現の条件

・現在のごみ・資源物の分別方法の徹底と品質の維持の継続

・マイナンバーカードのさらなる普及
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□市民意識調査□

調　査　項　目 基準値 目標値

ごみ処理など生活環境整備に満足していると思う市民の割合 75.4 ％ 80 ％

リサイクルの推進など環境問題への対応に満足していると思う

市民の割合
71.9 ％ 80 ％

自然と調和した景観整備に満足していると思う市民の割合 58.4 ％ 75 ％

住宅や宅地の供給に満足していると思う市民の割合 55.1 ％ 60 ％

ITを活用した情報化施策に満足していると思う市民の割合 48.2 ％ 70 ％

○関連する個別計画

大町市一般廃棄物処理基本計画、大町市分別収集計画、広域連合大北地域循環型社会形成推

進地域計画、広域連合ごみ処理施設基本計画、大町市都市計画マスタープラン、大町市営住

宅等整備計画、大町市地域情報化推進計画、大町市過疎地域自立促進計画


